
人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●同和問題をはじめとするさまざまな人権問題
熊本県人権センター　　      ☎ 384‐5822
午前９時～正午と午後１時～４時
●障がい者の人権および権利擁護
障がい者 110 番　☎ 354‐4110　午後１時～５時
●法律問題、人権問題、人権侵害への救済について
みんなの人権 110 番　　     ☎ 0570‐003‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分

以下全て午前８時 30 分～午後５時 15 分
●女性の人権
女性の人権ホットライン　　☎ 0570‐070‐810
●子どもの人権
子どもの人権 110 番　　   ☎ 0120‐007‐110
●いじめについて
益城町いじめ電話相談　　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400

Vol.518

　ある小学生の言葉を紹介します。「毎朝、見守
りの方が笑顔で『おはよう』とあいさつしてくれ
ます。私も『おはようございます』とあいさつし
ます。お互いにあいさつすると元気が出ます。
私は、こんな益城町が大好きです」
　子どもたちの登下校時に、見守り活動を行っ
ているボランティアの皆さんがいます。この活
動のおかげで、子どもたちは安全に学校へ行き
帰ることができ、楽しい一日をスタートするこ
ともできます。見守りボランティアの地道な努
力の積み重ねが、子どもたちが町を愛する原動
力の一つになっています。
　また、見守りボランティアの間では、「最近、
あの子は元気がないね」や「あのおばあちゃんは

元気かな」といった地域の人々の様子が話題に上
がります。見守り活動は、子どもたちだけでな
く、同じ地域で暮らす住民全員の見守りにもつ
ながっています。
　近年、周りが気付かないうちに子どもが犯罪
に巻き込まれたり、高齢者が孤立した暮らしを
余儀なくされたりしている報道が増えています。
　何か起こった後で、「あの時、誰かが気付いて
いれば」と思われることも少なくありません。近
所付き合いの希薄化が社会課題となっている今、
お互いを優しく見守り、一人ひとりを大切にす
る心豊かな共生の町づくりが求められています。
　熊本地震から、約８年３カ月がたちました。
現在、町は復旧から創造的復興に向けて取り組
んでいます。地震からの心の復興も含め、町民
全員が「大好き益城町」と実感できる、住み続け
たいと思える町を目指して、オール益城町で頑
張っていきましょう。

見守り、見守られる
共生の町づくり
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